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新
緑
深
ま
る
六
月
一
日
、
船
通
山
で
ブ
ナ
林
自

然
観
察
会
が
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら
約
三
十
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
亀
石
コ
ー
ス
駐
車
場
を
出
発
す
る
と
、

自
然
観
察
指
導
員
の
説
明
の
も
と
、
船
通
山
の
植

生
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
自
然
の
空
気
を
満
喫
、

鳥
の
さ
え
ず
り
を
楽
し
み
な
が
ら
登
山
を
行
い
ま

し
た
。

　
ブ
ナ
林
は
船
通
山
を
は
じ
め
、
吾
妻
山
、
大
万

木
山
な
ど
県
内
で
は
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
高
い
保
水
機
能
と
地
域
の
み
ず
が
め
と
し
て

の
水
源
か
ん
養
機
能
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
者
は
自
然
の
大
切
さ
を
学
び
、
自
然
と
共

生
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

新緑の自然を満喫

船通山ブナ林自然観察会

　
魚
の
住
め
る
き
れ
い
な
川
を
守
ろ
う
と
横
田
公
民
館
と
斐

伊
川
漁
協
横
田
支
部
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
毎
年
水
辺

の
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
五
月
十
二
日
に
は
、
横
田
幼
稚
園
と
横
田
小
学
校
の
三
年

生
約
六
十
人
が
参
加
し
、
横
田
庁
舎
裏
の
斐
伊
川
河
川
敷
で

ア
ユ
の
稚
魚
二
千
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
勢
い
よ
く
飛
び
跳
ね
る
ア
ユ
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
み
ん

な
で
協
力
し
、稚
魚
が
大
き
く
育
つ
よ
う
願
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
今
後
、
斐
伊
川
の
水
質
検
査
や
宍
道
湖
の
清

掃
な
ど
を
行
い
、環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
予
定
で
す
。

斐
伊
川
で
水
辺
の
教
室

斐
伊
川
で
水
辺
の
教
室

子
ど
も
た
ち
が
ア
ユ
を
放
流

　
五
月
二
十
一
日
、
第
四
回
奥

出
雲
町
小
学
校
連
合
体
育
大
会

が
三
成
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
好
天
の
中
、
ト
ラ
ッ
ク
と
フ

ィ
ー
ル
ド
で
は
二
十
五
種
目
が

行
わ
れ
、
町
内
小
学
校
の
三
年

生
以
上
の
児
童
全
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
児
童
達
は
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
自
己

記
録
へ
の
挑
戦
、
他
校
と
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
く
の
保
護
者
や

関
係
者
が
訪
れ
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
走
る
児
童
に
熱
い
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
は
十
種
目

で
新
記
録
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

第
四
回

奥
出
雲
町

　
小
学
校
連
合
体
育
大
会

元
気
い
っ
ぱ
い
に
力
走

▲

ア
ユ
の
成
長
を
願
い
放
流

▲

▲自然観察指導員から説明を受ける参加者

▲ ▲
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五
月
二
十
七
日
、
町
内
の
保
育

所
園
児
約
三
十
人
が
、
三
成
保
育

所
の
茶
畑
で
茶
摘
み
体
験
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
、
自
然
の
中
で

の
活
動
を
通
し
て
自
然
の
恵
み
を

感
じ
取
り
、
命
の
大
切
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
は
、
先
生
や
地
域
の

人
に
教
わ
り
な
が
ら
一
生
懸
命
新

芽
を
摘
み
取
り
、
他
園
の
友
達
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

地
区

出
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者

名
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成
　
　
支
　
　
部

成
績
︵
序
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︶

馬
木

横
田

横
田

鳥
上

八
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森
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義
治

丸
山
　
常
義

小
池
　
俊
彦

児
玉
八
重
子

部
田
　
泰
久

ふ
く
ひ
ら
し
げ
７

か
ね
ひ
ら

ゆ
う
ひ
ろ
６

い
ち
ょ
う

あ
や
ね

特
選
賞
　
首
席

特
選
賞
　
次
席

特
選
賞
　
三
席

特
選
賞
　
四
席

特
選
賞
　
五
席

団
体
優
勝

平
成
二
十
年
度

平
成
二
十
年
度



第
一
回

第
一
回

奥
出
雲
町
肉
用
子
牛
共
進
会
開
催

奥
出
雲
町
肉
用
子
牛
共
進
会
開
催

︻
成
績
表
︼

　
平
成
二
十
年
度
の
第
一

回
奥
出
雲
町
肉
用
子
牛
共

進
会
が
六
月
六
日
、
仁
多

中
央
家
畜
集
合
所
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
町
内
九
地
区
か

ら
選
ば
れ
た
四
十
一
頭
の

肉
用
子
牛
が
、
審
査
員
に

よ
っ
て
個
体
審
査
、
比
較

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
六
月
五
日
、
建
設
工
事
が
進
む

尾
原
ダ
ム
の
奥
出
雲
町
山
方
地
内

で
、
斐
伊
川
上
流
と
下
流
の
小
学

校
十
二
校
の
児
童
ら
約
二
百
八
十

人
が
参
加
し
て
、
コ
ナ
ラ
の
苗
木

約
六
百
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
は
、
国
土
交
通
省
、

県
、
雲
南
市
、
奥
出
雲
町
、
斐
伊

川
く
ら
ぶ
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

が
主
催
し
て
、
平
成
十
二
年
か
ら

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
に
延
べ
百
三
十
七
校
、

約
三
千
四
百
人
の
小
学
生
が
参
加

し
、
六
千
本
を
超
え
る
ど
ん
ぐ
り

の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
斐
伊
川
・
神
戸
川
総

合
開
発
事
務
所
の
中
川
哲
志
所
長

な
ど
か
ら
、
ダ
ム
の
役
割
や
森
を

育
て
る
大
切
さ
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
参
加
校
を
代
表
し
て
、
寺

領
小
学
校
児
童
か
ら
﹁
心
を
込
め

て
未
来
ま
で
残
る
ど
ん
ぐ
り
の
木

を
植
え
ま
す
﹂
と
宣
誓
が
あ
り
ま

し
た
。
　
　

　
児
童
は
、
法
面
を
シ
ャ
ベ
ル
で

掘
っ
て
、
竹
ポ
ッ
ト
に
入
っ
た
十

五
　
ほ
ど
の
コ
ナ
ラ
苗
を
植
樹
し
、

一
人
ひ
と
り
が
願
い
を
書
い
た
記

念
プ
レ
ー
ト
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
植
樹
祭
に

参
加
し
た
小
学
校
に
よ
る
交
流
会

が
行
わ
れ
、
斐
伊
川
流
域
全
体
の

交
流
が
よ
り
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

▲首席に輝いた「ふくひらしげ7号」

保
育
所
園
児
が

　
　
茶
摘
み
体
験

▲コナラの苗木を植える児童たち

尾原ダムでどんぐりの森づくり
児童たちが苗木600本を植樹

セ
ン

チ


